






若い頃、辿り着いたのがこのまち。なぜか楽屋でタップ
を踏んでいた。お客さんが二人しかいない演芸場の舞台に
立つオイラがいた。いろいろな場所で知らないお客さんが
「一杯飲め」とお金のない自分に飲ませてくれた。
小さい頃、兄ちゃんと初めて映画と寄席を観に来たのも
このまちだった。あれから数十年、映画を撮ったり、絵を
描いたり、藝大の先生にもなった。
幾重もの生きた芸が交わるまち、このまちがオイラの原
点。肩の力を抜いて笑ってほしい、肩を震わせ泣いてほし
い…芸楽祭。
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